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❤
８
月
２
７
日
（
土
） 

辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

 

１
ブ
ロ
ッ
ク
を
中
心
に
辻
川
か
ら

３
０
名
余
り
が
参
加
。
ご
苦
労
様
。 

 

                 
 

                         

                                

  

        
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

協
議
員
会
は
今 

７
～
９
月
の
協
議
員
会
で
の
報

告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

１
０
月
臨
時
総
会
で
審
議
す
る

協
議
員
選
出
方
法 

② 

１
１
月
の｢

ぶ
ら
り
辻
川
界
隈｣

の
実
施
計
画
と
分
担 

③ 

民
俗
学
の
夕
べ
・
秋
祭
り
関
係

の
内
容
と
役
割
分
担
の
確
認 

③ 

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
す

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
活
用
ル
ー
ル 

④ 

公
民
館
の
雨
漏
り
対
策
工
事
は

９
月
中
旬
完
了
予
定 

⑥ 

敬
老
の
催
事
は
今
年
も
区
内
七

五
歳
以
上
の
対
象
者
１
１
７
名

に
お
祝
い
金
三
千
円
（
町
か
ら
二

千
円
と
区
か
ら
千
円
）
を
。 

お
知
ら
せ 

■
今
年
度
自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
の
対
象
事
業 

① 

辻
川
の
お
宝
（
歴
史
や
文
化
）

再
発
見
の
交
流
会｢

ぶ
ら
り
辻

川
界
隈｣

を
１
１
月
に
実
施 

 

② 
従
来
か
ら
の
行
事
の
補
助
に 

③ 

辻
川
だ
よ
り
印
刷
を
業
者
に 

 

《 

当
面
の
予
定 

》 

９
／
２
５ 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

１
０
／
８
・
９ 

秋
祭
り 

１
０
／
２
３ 

臨
時
総
会 

１
１
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

 
 

／
６ 

 

ぶ
ら
り
辻
川
界
隈 

／
１
３ 

 

自
主
防
災
訓
練 

１
２
／

３ 

隣
保
長･

各
種
団
体
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
報
告  

◆
７
月
３
日
（
日
）
夏
え
び
す 

 

梅
雨
の
蒸
し
暑
さ
の
中
、
恵
美
酒

神
社
に
３
０
名
余
り
の
お
参
り
が

あ
り
ま
し
た
。
参
拝
者
は
用
意
さ
れ

た
ス
イ
カ
に
舌
鼓
。
御
下
が
り
に
元

気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

◆
７
月
１
０
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
５
名
を
含

め
３
０
余
名
の
ご
参
拝
の
下
、
祭
祀

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
の

後
半
を
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う

氏
子
を
代
表
し
夏
越
の
お
祓
い
を

受
け
ま
し
た
。 

 
 

[

十
六
隣
保] 

 

事
業
報
告 

◆
７
月
２
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

民
俗
学
の
夕
べ
の
詳
細
説
明
。

隣
保
長
・
各
種
団
体
の
関
わ
る
全

体
準
備
を
機
能
的
に
。 

② 

自
律(

立)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
と
し
て
１
１
月
に
「
辻
川

界
隈
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
を
計
画
。 

③ 

学
問
成
就
の
道
（
辻
川
山
山
頂

～
天
満
神
社
）
の
洗
い
出
し
舗
装

は
１
１
月
中
旬
完
成
予
定
。 

◆
７
月
２
２
日
（
金
） 

人
権
・
青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

小
学
６
年
生
を
交
え
、
３
７
名
の

出
席
者
が
バ
ラ
ン
ス
あ
る
人
権
感

覚
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
福
崎
東
中
の

先
生
か
ら
は
、
中
学
高
学
年
の
女
子

が
男
子
に
求
め
る
姿
は
、
①
優
し
さ
、

②
誠
実
さ
・
清
潔
さ
、
③
常
識
が
あ

る
こ
と
、
の
順
で
あ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
た
。
ま
た
、
痴
呆
症
の
老
人
を

抱
え
る
家
族
へ
の
応
援
歌
「
こ
こ
か

ら
歩
き
始
め
る
」
を
鑑
賞
し
た
。 

◆
８
月
６
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

最
高
気
温
３
６
．
５
℃
、
今
年
の

民
俗
学
の
夕
べ
も
暑
か
っ
た
。
夜
店

開
店
の
頃
か
ら
の
雷
鳴
に
ひ
や
ひ

や
さ
せ
ら
れ
た
が
、
氏
子
た
ち
の
熱

き
思
い
が
雷
雲
を
北
へ
押
し
上
げ

た
。
山
桃
忌
後
に
合
流
さ
れ
た
方
、

毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
近
隣

地
区
の
方
、
出
演
す
る
子
ど
も
に
引

か
れ
て
鈴
の
森
神
社
参
り
の
方
…

今
夏
も
境
内
は
満
員
の
来
客
で
に

ぎ
わ
い
、
夜
店
で
は
８
時
３
０
分
頃

か
ら
売
り
切
れ
が
相
次
い
だ
。 

初
の
出
し
物
は
和
太
鼓
「
和
楽
」

と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス｢

K
a
z
u

m
a
｣

。 

｢
K

a
z
u

m
a
｣

の
息
を
呑
む
演
技
も

新
鮮
で
よ
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に

「
和
楽
」
の
子
ど
も
た
ち
の
熱
演
と

「
山
田
文
庫
」
の
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
の

か
わ
い
さ
に
、
関
係
家
族
の
み
な
ら

ず
老
若
男
女
観
客
み
ん
な
が
楽
し

ん
だ
。
辻
川
鬼
太
鼓
に
も
恒
例
の
小

学
６
年
生
の
子
鬼
と
ナ
レ
ー
タ
ー

が
登
場
し
た
。
地
元
の
子
ど
も
の
姿

が
多
い
年
中
行
事
は
、
地
域
の
和
と

元
気
を
つ
く
る
。
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。 

      

◆
８
月
７
日
（
日
） 

町
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
作
戦 

◆
８
月
１
７
・
１
９
日 

第
３
５
回 

自
治
会
対
抗 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

一
回
戦 

○ 

１
５ 

― 

２ 

西
光
寺 

二
回
戦 

○ 

１
３ 

― 

６ 

加
治
谷 

 

三
回
戦 

● 
  

５ 

― 

５ 

庄 

 

上
原
新
監
督
率
い 

る
辻
川
は
３
回
戦
に 

進
出
す
る
も
、
引
き 

分
け
ル
ー
ル
の
「
じ 

ゃ
ん
け
ん
」
で
敗
退
。 

で
も
来
年
は
楽
し
み
。 

    

 

検
討
中
の
案
を
紹
介
し
ま
す
。 

小
選
挙
区
ブ
ロ
ッ
ク
制 

協
議
員
は
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
２

名
選
出
す
る
。
選
出
方
法
は
検
討
中
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
◎ 

広
く
区
民

の
意
見
を
反
映
で
き
る
。
◎ 

新
区

民
も
区
の
運
営
に
直
接
参
画
で
き

る
機
会
が
増
え
る
。
◎ 

選
出
対
象

区
民
が
ブ
ロ
ッ
ク
内
に
絞
ら
れ
る

た
め
、
顔
の
見
え
る
選
考
が
で
き
る
。

◎ 

隣
保
長
も
区
の
役
員
で
あ
る

（
規
約
第
２
条
）
こ
と
を
よ
り
意
識

す
る
こ
と
に
な
る
。 

ト
ピ
ッ
ク 

 

９
月
４
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

辻
川
鬼
太
鼓
が
福
崎
町
制
６
０
周

年
記
念
「
銀
の
馬
車
道
劇
団
」
公
演

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
務
め
ま
し
た
。 

                

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 
 

肩
合
せ 

：
１
０
月
２
日
１
４
時 

大
鳴
ら
し
：
１
０
月
６
日 

☆ 

熊
野
神
社
本
宮
の
予
定 

 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
～ 

宮
出
開
始 

午
後
４
時 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
２
０
分 
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「
福
崎
町
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
に
む
け
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

町
制
施
行
６
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
福

崎
町
と
福
崎
町
議
会
が
共
催
す
る
「
福
崎
町
子
ど
も
議

会
」
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
８
月
に
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
町
内
４
つ
の
小
学
校
と
、
２
つ
の
中
学
校

か
ら
合
計
１
４
名
の
議
員
が
選
ば
れ
、
内
中
学
生
２
名

が
交
替
で
議
長
を
務
め
、
１
２
名
の
子
ど
も
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も
議
員
た
ち
は
事
前
に
提

出
し
た
通
告
書
に
沿
っ
て
、
し
っ
か
り
し
た
態
度
と
、

は
っ
き
り
し
た
口
調
で
立
派
に
質
問
が
で
き
ま
し
た
。

内
容
に
つ
い
て
も
食
育
、
環
境
、
人
権
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
も
ち
麦
、
町
民
プ
ー
ル
、
交
通
安
全
対
策
、
観
光
、

駅
周
辺
整
備
、
高
齢
者
福
祉
、
災
害
対
策
、
農
業
（
獣

害
）
と
非
常
に
多
面
的
に
物
事
を
捉
え
た
質
問
で
、
関

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
「
ぼ
く
は
地
域
を

も
っ
と
よ
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
福
崎
町
に

は
小
学
生
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
あ
り
ま
す
か
」
と
か
、
「
駅
周
辺
整
備
は
大
切
で

す
が
、
地
震
対
策
は
で
き
て 

い
ま
す
か
」
と
い
っ
た
地
域 

を
お
も
う
気
持
ち
が
表
れ
た 

内
容
の
も
の
が
多
く
あ
り
ま 

し
た
。
こ
れ
ら
の
様
子
は
後 

日
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で 

配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
の 

で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                    

☆ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

協
議
員
選
挙
の
あ
り
方
を
考
え
る 

２      

 本
殿   《東側》 

《西側》 

 拝 殿 
  １．田尻 

２．大門 

４．井ノ口              ３．辻川  

６．西野               ５．加治谷 

８．北野        ７．西光寺 

１０．吉田          ９．中島 

１２．長目       １１．八反田 

（辻川の休憩場所は屋台の東） １３．亀坪 

 舞 台 
 

スーパーボールすくい 
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三
木
家
７
代
目
当
主
通
深
（
別
称

慎
三
郎
・
種
之
助
）
の
頃
の
辻
川
を
、

種
之
助
の
職
務
日
記
「
諸
事
控 

四

番
」
か
ら
眺
め
て
み
る
。
種
之
助
は

文
政
７
（
１
８
２
４
）
年
に
生
ま
れ
、

安
政
４
（
１
８
５
７
）
年
に
３
３
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。
天
保
６
（
１
８

３
５
）
年
に
１
２
歳
と
い
う
若
さ
で

辻
川
組
と
山
崎
組
の
大
庄
屋
に
な

り
、
東
三
木
家
の
初
代
の
通
正
（
別

称
武
八
郎
）
が
後
見
に
つ
い
て
い
る
。 

 

殿
の 

お
な
～
り
～  

天
保
８
年
か
ら
記
さ
れ
て
い
る

「
諸
事
控 

四
番
」
に
は
、
天
保
１

１
（
１
８
４
０
）
年
に
姫
路
藩
主
酒
井

忠
学
〔
た
だ
の
り
〕

が
、
七
種
山
へ
出

駕
（
注
１
）

し
、
そ
の
後
、
西
光
寺
野

の
新
田
開
発
を
視
察
す
る
前
に
小

休
の
た
め
三
木
家
（
７
代
目
当
主
通

深
）
を
訪
ね
た
こ
と
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

   

     

一
殿
様
、
三
月
廿
六
日
、
七
種
山
江

〔
へ
〕

御
出
駕
被
為
有
、
夫
〔
そ
れ
〕

よ
り
西
光
寺
野
御
新
開
場
被

遊

あ
そ
ば
さ
れ 

御
一
覧
候
ニ
付
、
当
家
御
小
休
ニ

被
為 

仰
付
候
、
御
同
勢
上
下
百

八
十
人
計 

 

（
中
略
） 

一
御
奉
行 

長
沢
小
太
夫
様 

 
 

 
 

金
兵
衛
宅 

一
次
右
衛
門
宅
三
間
夫
々

そ
れ
ぞ
れ

御
入
、
外 ほ

か

ニ に

弐
、
三
軒
掃
除
い
た
し
置
事 

 
 

 
 

 
 

 

（
中
略
） 

一
種
之
助
大
川
端
迄
御
出
迎
、
手
札

上
ケ
御
先
江
立
御
案
内
い
た
し
、

御
成
門
〔
お
な
り
も
ん
〕
之
東
之
方
ニ

下
座
い
た
し
居
候
、
御
立
之
節
文

殊
川
石
橋
之
北
詰
ニ
於
御
見
送
、

尤
（
注
２
）

麻
上
下
着
用
な
り
、 

溝
口
村
組
境
江
者
後
見
武
八
郎

罷
出
、
七
種
山
江
御
供
者
不
致
、

御
立
之
節
者
御
代
官
と
御
一
緒

御
先
江
御
新
開
場
江
出
張
、
尤
半

て
ん
ニ
野
羽
織
な
り 

［
出
典
は
山
﨑
善
弘
「
三
木
家
と
姫
路

藩
主
・
元
家
老
と
の
文
化
的
交
流
に

つ
い
て
」
２
０
１
１
年
、
左
の
解
説
に

も
引
用
］ 

（
注
１
）

し
ゅ
つ
が
…
貴
人
が
駕
籠(

か
ご)

で
出
か
け
る
こ
と 

（
注
２
）

も
っ
と
も
…
た
だ
し 

 

解
説
…
藩
主
の
出
駕
だ
け
あ
っ
て

総
勢
１
８
０
人
ば
か
り
が
供
を
し
、

古
図
【
図
１
】
に
あ
る
三
木
家
、
金

兵
衛
宅
、
そ
し
て
古
図
に
は
な
い
が
、

次
右
衛
門
（
三
木
家
の
南
東
か
）
と

そ
の
他
２
、
３
軒
に
分
か
れ
て
小
休

を
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

忠
学
が
来
訪
し
た
際
に
種
之
助

は
市
川
（
大
川
）
ま
で
出
迎
え
、
三

木
家
ま
で
案
内
し
て
い
る
。
時
に
種

之
助
は
１
６
歳
で
あ
っ
た
。
途
中
、

駒
ヶ
岩
の
湛
保
〔
た
ん
ぽ
〕（
高
瀬
舟
の

船
着
場
）
や
天
保
の
大
飢
饉
を
乗
り

切
っ
た
固
寧
倉
も
案
内
し
た
こ
と

だ
ろ
う
。
そ
の
後
三
木
家
で
は
御
成

門
の
東
側
に
下
座
し
て
迎
え
た
と

い
う
こ
と
だ
が
、
残
念
な
が
ら
現
在

御
成
門
は
残
っ
て
い
な
い
（
注
３
）
。
御

成
門
の
存
在
は
、
当
時
大
庄
屋
を
務

め
て
い
た
三
木
家
に
は
貴
人
の
来

訪
が
時
折
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。 

 

忠
学
が
御
立
ち
の
際
に
は
、
種
之

助
は
今
の
雲
津
川
（
文
殊
川
）
に
架

か
る
巌
橋
（
今
は
辻
川
山
公
園
に
移

転
）
の
北
詰
で
見
送
っ
て
い
る
。
そ

の
後
、
西
光
寺
野
の
新
開
場
へ
は
後

見
役
の
東
三
木
家
武
八
郎
が
出
張

っ
て
い
る
（
武
八
郎
は
忠
学
が
七
種

山
へ
向
か
う
際
に
は
溝
口
と
の
村

境
ま
で
迎
え
に
参
上
し
て
い
る
が
、

七
種
山
へ
は
お
供
し
て
い
な
い
）。 

（
注
３
）

明
治
９
年
完
成
の
「
銀
の
馬
車

道
」
拡
幅
工
事
に
伴
い
表
門
や
土
塀
と

一
緒
に
撤
去
さ
れ
た
か
。 

 

古
図
【
図
１
】
の
解
説 

○
御
成
門
…
藩
主
（
殿
様
）
を
は
じ
め 

貴
人
の
来
訪
の
際
の
専
用
の
出
入
り
口
。 

                        

御
成
門
か
ら
入
っ
た
駕
籠(

か
ご)

は
表
座

敷
の
「
か
み
の
ま
」
前
の
駕
籠
石
に
置

か
れ
、
駕
籠
か
ら
出
た
貴
人
は
沓
（
く
つ
）

脱
ぎ
石
で
履
物
を
脱
ぎ
、
縁
側
か
ら
入

室
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

○
当
時
の
古
道
が
今
は
拡
幅
さ
れ
辻
川

山
公
園
へ
の
新
道
に
。
当
時
の
新
道
（
シ

ン
ミ
チ
）
が
今
の
上
坂
へ
の
道
か
。 

○
高
札
…
藩
か
ら
の
触
れ
や
達
（
法

度
・
掟
書
・
犯
罪
人
の
罪
状
）
等
を
板

書
し
、
通
行
人
の
多
い
市
場
や
辻
に
立

て
た
制
札
。
江
戸
時
代
に
は
立
札
と
も

い
っ
た
。
明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
廃
止
。 

○
露
地
門
…
茶
室
に
続
く
露
地(

庭)

の

出
入
り
口
に
あ
る
門
。
こ
の
古
図
で
は

通
用
門
か
。 

○
固
寧
倉
…
辻
川
だ
よ
り
４
１
号
で
特

集 

辻
川
に
も
あ
っ
た
固
寧
倉 

を
予
定 

                        

 
 

高
瀬
舟
と
渡
し
舟   

高
瀬
船
株
年
季
譲
渡
証
文 

 

拾
ヶ
年
季
証
文
之
事 

一
高
瀬
船
四
艘
株 

 

但
古
株 

 
 

此
運
上
銀
百
拾
匁 

 
 

 

内
六
拾
目 

弐
艘
之
分 

 
 

 
 

五
拾
目 

同
断
（
注
４
） 

 

右
船
株
、
是
迄
我
等
所
持
ニ
有
之

候
処
、
此
度
貴
殿
方
江
譲
渡
、
代

金
弐
百
両
慥
ニ
請
取
申
処
実
正

也
、
然
ル
上
者
書
面
之
御
運
上
銀
、

年
々
被
成
御
上
納
、
御
勝
手
次
第

可
被
成
御
支
配
、
尤
拾
ヶ
年
之
内

元
金
相
立
候
ハ
ヽ
御
戻
被
下
候

約
定
ニ
御
座
候
、
為
後
日
高
瀬
船

株
譲
証
文
如
件 

 
 

辻
川
村
譲
主 

金
兵
衛
○印 

 
 

 
 

 

庄
屋 

次
郎
左
衛
門
○印 

天
保
十
亥
年
八
月 

姫
路
市
福
中
町 

高
原
次
兵
衛
殿 

［
出
典
は
福
崎
町
史
第
三
巻
ｐ
．
６
５
７

～
６
５
８
］ 

 

解
説
…
天
保
十
（
１
８
３
９
）
年
に
は

辻
川
村
金
兵
衛
が
高
瀬
舟
（
注
５
）

株

四
艘
を
代
金
二
百
両
で
、
年
季
十
年

を
限
っ
て
姫
路
市
福
中
町
高
原
次

兵
衛
に
譲
っ
て
い
る
。
こ
の
四
艘
の

船
株
に
課
せ
ら
れ
る
運
上
銀
は
二

艘
分
六
〇
匁
（
注
６
）
、
二
艘
分
五
〇
匁

合
計
一
一
〇
匁
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

高
瀬
舟
株
の
持
ち
主
は
運
上
銀

を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
営
業
権

を
保
証
さ
れ
、
領
主
の
年
貢
米
や
商

人
米
、
あ
る
い
は
市
川
流
域
で
産
出

す
る
材
木
や
薪
な
ど
を
輸
送
し
て

運
賃
を
稼
い
で
い
た
。
運
賃
に
つ
い

て
は
断
片
的
な
が
ら
商
人
舟
賃
が

１
０
駄
注
７
）
に
つ
き
飾
万
津
（
飾
磨
）

ま
で
な
ら
２
０
匁
、
姫
路
ま
で
な
ら

１
８
匁･

･
･

（
中
略
）
ま
た
高
瀬
舟

持
ち
仲
間
は
市
川
の
通
行
全
般
に

権
利
を
持
っ
て
お
り
、
材
木
を
筏
〔
い

か
だ
〕

で
流
す
者
か
ら
は
一
流
に
つ

き
６
匁
を
徴
収
し
、
高
瀬
舟
持
ち
で

配
分
し
て
い
る
。 

市
川
流
域
の
高
瀬
舟
に
よ
る
舟

運
は
１
６
２
６
年
に
仁
豊
野
で
始

ま
り
、
盛
時
で
も
北
限
は
現
市
川
町

浅
野
か
、
せ
い
ぜ
い
屋
形
ま
で
で
あ

っ
た
。
そ
の
規
模
も
最
多
で
一
七
艘

と
少
な
か
っ
た
が
、
同
じ
姫
路
藩
内

の
加
古
川
筋
で
は
最
盛
期
に
は
一

五
〇
艘
余
が
航
行
し
て
い
た
そ
う

だ
〔
以
上
解
説
は
福
崎
町
史
第
二
巻
よ

り
引
用
〕
。 

な
お
、
原
文
に
あ
る
金
兵
衛
と
次

郎
左
衛
門
の
屋
敷
も
【
図
１
】
に
見

え
る
。
当
時
三
木
家
に
深
く
関
わ
っ

て
い
た
住
民
の
よ
う
だ
。 

つ
づ
く 

（
注
４
）
ど
う
だ
ん
…

こ
こ
で
は
右
に
同
じ 

（
注
５
）

河
川
を
通
行
す
る
た
め
に
工
夫

さ
れ
た
、
吃
水
（
き
っ
す
い
…
船
の
水
面

下
に
沈
ん
で
い
る
深
さ
）
の
浅
い
平
底
の

舟
。
普
通
の
大
き
さ
の
高
瀬
舟
に
は
米

７
０
～
８
０
俵
（
約
３
０
石
）
を
積
む

こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
合
の
１
石
は

和
船
の
積
載
量
の
単
位
で
１
石
＝
１
０

立
方
尺
＝
０
．

２
７
㎥ 

（
注
６
）
も
ん
め
…

小
判
１
両
の
１
／
６
０ 

（
注
７
）

だ
…
馬
１
頭
に
負
わ
す
だ
け
の

重
量
＝
３
６
貫
、
１
貫
＝
３
．
７
５
㎏
＝

１
０
０
０
匁
、
１
０
駄
＝
１
３
５
０
㎏ 

<

参
考･

引
用
文
献
は
４
１
号
で
紹
介>

 

 

編
集
後
記 

 

前
号
で
も
紹
介
し
た
西
光
寺
野
は
、

も
と
は
桑
の
栽
培
の
た
め
に
開
か
れ
た

土
地
で
、
河
合
寸
翁
は
藩
の
財
政
立
て

直
し
の
た
め
１
８
１
９
年
か
ら
朝
鮮
人

参
を
栽
培
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
功

績
を
称
え
た
石
碑
が
長
池
の
堤
防
横
に

残
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。〔
田
﨑
〕 

江
戸
時
代
後
期
の
辻
川
と 

大
庄
屋

三
木
家
（
第
二
回
） 

1840 年頃の古図  広報ふくさき 2013 年 3 月号 大庄屋三木家よもやま話第 83 話より 

旧郡役所跡地 

固
寧
倉 

金
兵
衛
宅 

露
地
門 

裏
門 

御
成
門 

古
道 

高
札 吉

兵
衛 

次
郎
左
衛
門 

仙
吉
居
宅 

三
木
家 

有井堂 

新
道 

現
在
の
道 

図１ 

原
文
は
す
べ
て
三
木
家
文
書
。
出
典
は

原
文
末
尾
に
添
え
る
。
な
お
、
原
文
中
の
ゴ

シ
ッ
ク
体
の
文
章
は
編
集
子
の
追
加
で
、
符

号
の
凡
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

〔  

〕 

読
み
仮
名 

〔＝ 

〕 

今
の
用
語 

 
 

（注
１
） 

注
記
あ
り 

［   

］ 

補
足
説
明 

【  
 

】 

写
真 

  
  

 
 

 
 

 
 
 
  

題
目 


